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35％減



• 31愛知 133.26

• 36大阪 122.16

• 40京都 109.42

• 43神奈川 89.56

• 44埼玉 87.79

• 45東京 77.01

• 46青森 72.94

• 47沖縄 64.12



第７波の最大感染者数の時



名称変更を検討
•新型という名
称は今後のこ
とも考え変更

•2009年のｲﾝﾌ
ﾙｴﾝｻﾞもｲﾝﾌﾙ
ｴﾝｻﾞ2009又は
豚ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

•今回ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症2019か



韓国の状況

日本 33,040,963 71,308

日本 81.3％ 80.3％ 68.2％ 45.9％



ウクライナ
112.1

アメリカ
24.7



１週間を振り返って
•2月10日 普通国債の発行残高が1000兆円を超え
• 臓器移植斡旋業者が摘発
•2月11日 日銀総裁に初の学者出身者を選出
•2月12日 アジアでの日本の影響力低下
•2月13日 中国上空にアメリカの気球が飛来と発表
•2月14日 ロシアがモルドバでクーデター計画か
•2月15日 日本チームが恐竜の声帯の化石を発見
• 中国の企業が沖縄の島を購入した
•2月16日 NHK党ガーシー議員の懲罰は



国債発行残高が1000兆円越え
•普通国債

•国民から借金

•財政投融資特別
会計国債

•税金等から補充

•公共性の高い事
業に対して政府
が運用



•1986年の国債
残高は160兆円
•2005年まで急速
に拡大
•小泉首相の財
政健全化政策
で国債発行量を
抑制
•その後東日本
大震災等もあり
国債発行が増
加



•2009年急拡大

•景気後退が顕著

•法人税32年ぶり

•所得税27年ぶり

•歴史的低水準

•税収低下を補う
ために大量の国
債を発行

•2020年は新型ｺﾛ
ﾅ対策で急増



•日本は外国が保有する
国債が少ない

•ただ長期金利が上昇す
ると日銀の利払いが拡
大してピンチに
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臓器移植問題
•臓器移植を巡る問題発生

•厚労省の許可なく海外で
臓器移植手術ができると
斡旋

•金銭等利益と引換えに臓
器を提供することは禁止

•臓器売買となる

•臓器提供は善意が基本



•今回の斡旋に関しては臓器ごと
に国の許可が必要

•眼球を除く臓器については、日
本臓器移植ネットワーク（JOT）
のみが許可されている

•この他に生体からの移植もある
が腎臓と肝臓のみ許可

•心停止した人からの臓器提供
数はあまり多くはない

•希望者が多いため今回のよう
な事件が起きてしまう



少ない臓器移植例
•1997年に臓器移植法施行
•脳死した本人が生前、臓器移
植の意思を書面表示している
•かつ遺族が同意した場合のみ
臓器摘出・提供が可能
•15歳未満の死亡した患者から
の臓器提供はできない
•2010年改正臓器移植法施行
•改正前の移植例が87件のみ



心停止（脳死）による提供数の推移
•改正移植法を境に
大きく提供者数が
変化している
•2020年が減少して
いるのは新型コロ
ナ感染が問題に
なったため
•対応できる病院で
の手術が厳しく
なったため



臓器移植が可能な病院
•心臓 11か所 国立循環器ｾﾝﾀｰ 東京女子医大
•肺臓 11か所 独協医科大 千葉大医学部
•肝臓 23か所 岩手医科大 慶応大学医学部
•小腸 13か所 自治医科大 旭川医大
•膵臓 21か所 東京医大八王子 福島県立医大
•腎臓 124か所 八戸市立病院 聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大
•国立大学系の病院が多い
•６臓器全てが可能なのは京都大学付属病院と東北大学
附属病院のみでした



問題は小児への臓器移植
•小児への移植数
が少ない

•小児の意思表示
が難しい 家族の
同意も難しい

•小児外科のスキ
ル不足

•海外での移植が
多くなる



世界の臓器提供数人口100万人当たりのドナー数



日本の臓器提供が増えない理由
•2022年9月段階で10歳未満の心臓移植待機数 43
•毎年の移植数は10を下回ることが多い
•医療機関の問題
• 移植の選択肢があるという説明があまりなされず
• 救命にあたっている医師が急に臓器提供の話は×
•国民の問題
• 死について考えたり話すことに抵抗感がある
•今後この両面に国がどう働きかけられるか
•例 入院患者全員に臓器移植のパンフレットを配布



•血液の病気に対応す
る骨髄移植もなかな
か大変そう

•病気になる人１万人

•移植希望者2千人

•移植受けた人1100人

•200人移植前に死亡

•ﾄﾞﾅｰ登録年齢が高い

•他に末梢血 臍帯血
もあるが
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日銀総裁に初の学者出身者
•経済学者の植田
和男氏を選出
•今までほぼ日銀
出身者か財務省
出身者が総裁と
なる
•今回も日銀出身
者と想定された
•サプライズ人事で
あった



植田和男氏はどういう人
•1951年生まれの71歳
•日本を代表する経済学者
•東京大学理学部数学科卒業後経済学科に学士入学
•マサチューセッツ工科大学大学院に進学
•ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭｺﾛﾝﾋﾞｱ大学准教授
•大阪大学 東京大学で教鞭をとる
•現在は共立女子大学教授
•大蔵省財政金融研究所主任研究官 日銀政策委員
会審議委員 日本政策投資銀行社外取締役歴任



•日銀政策委員会審議委員として日銀の最高意思決
定に携わる

•ゼロ金利政策を導入に関与

•時間軸効果の立案者

•利上げはしないと日銀が約束することで長期金利に
低下圧力を加え金融緩和の効果を高めることが可能

•デフレ傾向が無くなるまでゼロ金利を進める

•経済学者としての見解をどのように反映していくか

•景気の指標や物価指標など、データに基づいて政策
運営の姿勢を期待



今後の経済政策どう動く？
•安倍派にとってアベノミクスはまだ道半ば

•岸田首相はギリギリまで極秘に人選

•ゼロ金利を主導したということで安倍派を納得させる

•大規模緩和 国債保有量過多 円安で経済失速

•物価上昇２％ 政策先導で日銀の対応を制限

•低い長期金利維持 海外が利上げしている 日銀は
国債を買い入れる

＞経済政策をどう展開していくのかがポイント

副総裁に
日銀内田氏

財務省氷見野氏

国債の利払い増加
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アジアでの日本の影響力低下
•ｵｰｽﾄﾗﾘｱの研究機
関が算出

•経済文化軍事外交
危機管理能力など
100点満点で算出

•ｱﾒﾘｶ中国に続く３位

•39.2で昨年より1.4減

•軍事で上昇したが
他が低下したので



ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ﾛｳｲｰ研究所が算出

•総合ではｱﾒﾘｶはTopだが、
外交的影響力は中国を下
回る 米：89.3 中：91.5

•ｲﾝﾄﾞ太平洋構想が上手くい
かなかったことが影響

•ｱｼﾞｱ太平洋地域の大使館
数等の外交ﾈｯﾄﾜｰｸも中国

•中国の各国との通商や投資
といった強固な関係影響

80.7

72.5

中国の影響力拡大鮮明
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今度は中国上空にアメリカの気球飛来
•米中の批判合戦

•どう解決するのか

•ｱﾒﾘｶは習近平の関り
を否定したが

•現在問題視されてい
るのは人民解放軍の
暴走

•共産党直下の組織

•国軍ではない



どうする日本の対応
•専守防衛の基本理念

•自衛権行使の場合は外国から組織的計画的武力行
使があった時に行うとしている

•日本上空に飛来した気球を上記の考えで処理可能？

•防衛省は「中国の無人偵察用気球と強く推定」と発表

•国民の生命や財産を守るために必要と認められれば
武器による撃墜可能と判断

•ここでもアメリカに追随する形になっている



このままで良いのだろうか？
•アジアのパワーバランスの中で対立構造を構築して
いくのが良い方向なのか

•先ずは対話をして打開策を探ることも必要なのでは
ないか

•北朝鮮問題 台湾問題 尖閣諸島問題 竹島問題
北方領土問題等日本と周辺国の間には問題が山積

•何一つ解決の方向へ進んでいない現状

•その中で「防衛力強化」だけが解決策なのか
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ｸｰﾃﾞﾀｰ計画か
•モルドバでロシアが
ｸｰﾃﾞﾀｰ計画か
•ﾛｼｱ ﾍﾞﾗﾙｰｼ ｾﾙﾋﾞｱ
等の外国人が政府機
関を占拠し政府を転
覆しようと計画
•モルドバは親欧米化
路線の大統領
•東端に沿ﾄﾞﾆｴｽﾄﾙ共
和国が存在



モルドバとマイア・サンドゥ大統領



沿ドニエストル共和国
•国名は「ドニエストル川に沿った国」という意味

•1990年 ソ連国内で沿ﾄﾞﾆｴｽﾄﾙ・ｿﾋﾞｴﾄ社会主義共
和国が、モルドバ・ソビエト社会主義共和国からの独
立を宣言

•ｿﾋﾞｴﾄは独立を承認せず

•1991年 モルドバがソ連から独立を宣言しソ連承認

• 沿ドニエストル共和国独立を宣言 戦闘へ

•1992年 ﾓﾙﾄﾞﾊﾞと沿ﾄﾞﾆｴｽﾄﾙとの間で停戦が成立
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恐竜の声はどんなもの？
•モンゴルで発見され
た恐竜の頭部完全
化石から声帯を発
見
•声帯の化石は初
•どんな音を出すの
かの研究に一歩
•実は化石で分から
ないことがたくさん
あるのです。



ティラノサウルス





恐竜は様々な種類が確認されている
•現在まで約1000種の恐竜が確認されている

•国内で発見された固有種は10種類

•その多くが福井県で発見されている

•手取層という１億数千万年前

•中生代の地層

•恐竜はこの時代に栄えていた

•化石は骨だけでなく足跡、糞等

•それを分析して様々な事を解明



化石で分からないこと
•残っているものがあるからわかる

• 大きさ 重さ そこから推量できるもの

•圧痕があれば表面の状態が分かる

•分からないことは「色」

•現在示される想像図は全て現生爬虫類から類推

•声帯が発見されたので声が再現される可能性大

•これからも新たな発見が期待される
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中国の企業が沖縄の島を購入



この島購入は問題になるのか
•日本では基本的に外国籍の人でも不動産の購入は
可能である

•一部国家の安全に関わる土地の外国籍の人による
所有は認めていない

•その他は基本的に自由

•広大な土地を企業が購入したとしてもその国の領土
になるわけではない

•経済活動を妨げることは出来ない

•日本の国益を害するようなことが起こった場合は別



現在分かってきたこと
•屋那覇島自体の約半分を中国企業が買収

•１/４は村有地 残りは個人の土地

•ここは1970年代のﾘｿﾞｰﾄ開発時に細分化されて販売

•連続した土地は取得できていない

•今後どのようになるのか不明

•北側にある具志川島は海外資本

•で2026年にﾘｿﾞｰﾄホテル開業

•観光開発がポイントか





•多くは投機目的と
思われる

•水資源を持つ所も
あり、そこに工場を
建設して飲料水販
売も可能

•木材資源としても
利用可能

•経済の安全保障
問題にもつながる



•新千歳空港に

隣接した場所

平成22年にニ

トリの子会社が

中国人向けに

17棟販売

•周囲に１万人

規模の住宅地を計画したが周囲の反対でとん挫

•現在でも時々中国人がやってくる＝別荘扱い
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NHK党 ｶﾞｰｼｰ議員に対する処分
•当選後一度も登
院していない
•国会議員としての
義務を怠っている
•懲罰委員会で協
議している
•除名なのか戒告
なのか
•どう考える？



国会議員とは
•全国民を代表する選挙された議員

•国政の審議に当たる重要な職責

•法律の作成 委員会に属して国政のために活動
政府等への質問 国会決議に対しての表決 など

•一定の身分保障が与えられている 歳費その他

•国会の会期中は逮捕されず、また、議院で行った演
説、討論または表決について、院外で責任を問われ
ない



今回の問題とは
•過去において演説中に野次を飛ばした議員に対して
コップの水を投げかけた例がある

•懲罰委員会にかけて処分が決まる

•戒告 陳謝 一定期間の登院停止 除名 の４種

•この場合登院停止25日という措置がとられた

•国会法で、召集日から7日以内に国会出席なしで招状

•招状受理後７日以内に出席しなければ懲罰委員会へ

•今回の懲罰委員会ではだれも意見を述べずに散会



過去の除名措置は２件
• 1950年 親米博愛勤労党・小川友三参議院議員

• 1951年 共産党・川上貫一衆議院議員

•懲罰委員会での審議を経て本会議での採決をもって決定

•時代背景など様々な問題はあるが今回の登院せずの行為に対
して国会はどう判断するのか

•身体不自由な議員に対して車椅子や様々な対応をする

•テレビ会議などの方法もあるかもしれない

•寝ている議員をたたき起こしてやるといった議員なのに

•帰国すれば不法逮捕されるからという理由が成り立つのか



トルコ・シリア地震のその後





トルコ国内で被害が無かった所



今回の地震の被害は甚大なもの
•現在までに35000人以上の死者が出ている

•その中で地震後228時間経った中で救出された人も

•トルコだけで24000戸の家屋が倒壊している

•政府は違法な建築をしてとして多数の建築家を連行

•被災地は夜の気温が零下になり大きな問題に

•治安も悪化し海外からの援助隊が一時活動停止も

•今後がれきの撤去、再建をどのように行うかがポイ
ントとなる



シリア被災地への支援難しい
•現在反体制派

の被災地への

支援ルートは

１か所

•今回アサド大

統領は新たに２か所を３か月限定で解放すると表明

•何か見返りを求めているのか

•シリアとの関係を深める国が増えている
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